
参加して実感する推論と効用関数

　　

　　

　　　　　パネリスト：

　　　　　　　　財政▶土居丈朗（慶應義塾大学 経済学部 教授）
　　　　　　　　金融▶小幡　績（慶應義塾大学 大学院経営管理研究科 准教授）
　　　　　　　　医療▶西村周三（国立社会保障・人口問題研究所 所長）
　　　　　　　　エネルギー▶依田高典（京都大学 大学院経済学研究科 教授）

京都大学経済学研究科付属プロジェクトセンター
第7回行動経済学会大会　共催

一般公開シンポジウム
　　　京都大学　百周年時計台記念館
1階　百周年記念ホール（12:30 開場）

　行動経済学から日本経済を考える　
　　　

講演：竹内　幹（一橋大学大学院 経済学研究科 准教授）　

　　　 
　行動経済学と私たち：　
　

　入場無料
事前申込不要

　　　　　　

12 月 15 日（日）

廣畑達也（ダイヤモンド社 編集者）　

■行動経済学会

　近年、人々の貨幣に対する選好の特殊性・習慣形成による選好の変化・不確実な状況での損失回避行動など、狭い意味での合理性の仮定と矛盾するような実証結果が多く観察されるように

なってきました。また、合理的な人間行動を前提とした理論では、バブル経済やクレジットカード破産などの社会の病理を描写することが難しいのが現実です。このような現在の経済学が直

面している隘路を乗り越えるには、狭い意味での合理性の仮定を見直し、人間が経済社会の中で実際にどのように行動しているのかを研究する科学、行動経済学の発展が不可欠なのです。

　本学会は、日本における行動経済学研究の促進を図り、その研究に関心のある広い分野（経済学、ファイナンス会計、経営、マーケティング、心理学、政治学など）の研究者、実務家、学

生に会員となり、交流を深めるように呼びかけ、研究者の核となる場を提供するため、設立されました。（学会HPより）
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13：00 ～ 14：30

【第二部】パネル・ディスカッション　　　

－財政・金融・医療・エネルギー－
司会：池田新介（大阪大学社会経済研究所 教授・行動経済学会 会長）

【第一部】講演

14：40 ～ 16：10



「行動経済学と私たち：参加して実感する推論と効用関数」

京都大学経済学研究科付属プロジェクトセンター・第 7回行動経済学会大会　共催

一般公開シンポジウム

　日本経済はデフレを脱却し成長のレールの上に乗ることができるのでしょうか？今、安倍政権の一連の経済政策が注目を集めています。実は、政策が成
功するかどうかを判断するヒントは私達のココロの中にあります。私たちの意思決定には、合理的とは必ずしも言えない心の「クセ」がつきものだと行動
経済学の研究で明らかにされてきました。人々の経済心理をよくわきまえずに、政府が将来の日本経済のビジョンを描いてしまうと、折角の経済政策も絵
に描いた餅になりかねません。
　この行動経済学会のパネル・ディスカッションでは、財政・金融・医療・エネルギーという日本経済の重要課題について、それぞれのスペシャリストに
ご登壇頂き、人々の心理に注目しながら日本経済の課題について論じてもらいます。
パネリストは、財政・金融・医療・エネルギーそれぞれの分野で今何が問題なのか論点を提起し、行動経済学的な知見をどう問題解決に活かせばよいのか
提案いたします。行動経済学のフロンティアから一緒に日本経済を考えてみましょう。

依田高典

京都大学　百周年時計台記念館
　　　 1 階　百周年記念ホール
　　　　　　　　

【第二部】パネル・ディスカッション　　14：40 ～ 16：10　
　　　「行動経済学から日本経済を考える　－財政・金融・医療・エネルギー－」

【第一部】講　演　　　　　　 　　　　13：00 ～ 14：30

お問い合わせ：京都大学経済学研究科付属プロジェクトセンター
Email:projectcenter@econ.kyoto-u.ac.jp　　Tel:075-753-3443

廣畑 達也　
ダイヤモンド社　編集者

竹内 幹
一橋大学大学院　経済学研究科准教授　

大阪大学社会経済研究所 教授・行動経済学会 会長

パネリスト：

慶應義塾大学 経済学部 教授 慶應義塾大学　
大学院経営管理研究科 准教授

国立社会保障
人口問題研究所 所長

最近の著作：『自滅する選択　先延ばしで後悔しないための新しい経済学』ほか

ミシガン大学で実験経済学を専攻して博士号を取得後、
カリフォルニア工科大学研究員を経て、現職。一橋大学と
早稲田大学で「実験経済学」の講義を担当している。
2012年度の早稲田政経のアンケートで、４００以上ある
講義の中で「面白い授業」の第３位にランクされる。
２児の父。

最近の著作：
『入門公共経済学』、
『日本の財政をどう立て直すか』ほか

最近の著作：『やわらかな雇用成長戦略』、
　　　　　　『リフレはヤバい』 、
　　　　　　『 成長戦略のまやかし』ほか

最近の著作：
『保険と年金の経済学』ほか

■行動経済学会：http://www.abef.jp/
■京都大学経済学研究科付属プロジェクトセンター：http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/projectcenter

最近の著作：
『ブロードバンドエコノミクス』、
『行動経済学 感情に揺れる経済心理』ほか

会場地図

　入場無料
事前申込不要

・京阪出町柳駅より徒歩 20分
・市バス「百万遍」または「京大正門前」

土居丈朗 小幡　績 西村周三

司会：池田新介

　　　　　　2013 年 12 月 15 日（日）

財政 金融 医療 エネルギー

12：30  開場

京都大学　
大学院経済学研究科 教授

主な担当作
『この世で一番おもしろいミクロ経済学』
『行動経済学入門』
『経済は「競争」では繁栄しない』
『僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。』
『たまたま――日常に潜む「偶然」を科学する』


